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年次有給休暇は平成２２年４月１日に施行される改正労働基準法で時間単位での付与が可能になります。 

時間単位付与制度の導入や年次有給休暇についてご不明な点は弊所までお問い合わせください。 

TEL．03-3526-427７ 

原則：労働者が希望した日 

⇒ただし、労働者が希望した日に有 

休を与えると業務の正常な運営を 

妨げる場合は取得時季の変更が可能 

＝ 時季変更権 

ポイント 1： 

有給休暇はいつ取得できるもの？ 

原則：２年 

 ⇒ただし、２年を超えて 

使用することを認める 

こともできる 

ポイント 2： 

有給休暇の時効は？ 

A. 合理的な理由がある場合には会社は時季変更権を行使することができます。
今回のようにまとめて請求された場合には、その一部分について時季変更を

することができるかもしれません。ただしその結果、時効消滅してしまうの

であれば、２年を超える使用を認める事を考えても良いかもしれません。 

４月は年次有給休暇を更新される会社が多い

かと思います。今回は一つの質問を例にとり、

年次有給休暇の時効と時季変更権についてご

案内いたします。 

Ｑ．年次有給休暇を使い切っておら

ず、時効で消滅すると考えた従業員

が、まとめて年次有給休暇を請求す

ることがあります。忙しい時期にま

とめて有給休暇を取得されるのは困

るのですが、会社はこの請求を拒む

ことはできるのでしょうか？  


